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SAFETY INSTRUCTION
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md313
テキスト ボックス
・すべての指示および説明に従ってください。

md313
テキスト ボックス
・最初に、以下の安全に関する説明および本マニュアルをお読みください。

md313
テキスト ボックス
・この装置を雨の中や水の近くで使用しないでください。

md313
テキスト ボックス
・ヒーターの近くや高温環境内に本製品を設置しないでください。また、動作温度範囲外で使用しないで

md313
テキスト ボックス
　ください。

md313
テキスト ボックス
・本製品を分解しないでください。資格のあるサービス技術者のみが操作することができます。

md313
テキスト ボックス
・正常に動作しない場合や液体や水分、何らかの落下により、本製品が破損した場合には点検が

md313
テキスト ボックス
必要です。

md313
テキスト ボックス
・当社が認定または指定した付属品または交換用部品のみをご使用ください。

md313
テキスト ボックス
・本製品の清掃には液体を使用せず乾いた布のみをご使用ください。

md313
テキスト ボックス
・本製品上の警告または危険に関するすべてのラベルにご注意ください。

md313
テキスト ボックス

警告：この装置は業務用です。 製造者は、装置のヘッドフォン出力が音圧レベルの85 dB（A）の

md313
テキスト ボックス
レベルを超える可能性があることをユーザに警告し、これは聴覚にとって危険である可能性があります。

md313
テキスト ボックス
ヘッドフォンを高出力レベルでまたは長時間使用しないでください。 何らかの聴覚障害がある場合は、

md313
テキスト ボックス
パワーを下げるか聴覚を停止してください。


MAIN FEATURES

NAAVNSAMDOLCDTA R TLA LA IR Za T ILEREE A REIZT 24 DDREY

TECHNICAL DESCRIPTION
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md313
テキスト ボックス
MCR54は4ch受信のトゥルーダイバシティ方式のカメラマウントレシーバーです。
ほとんどのカメラスロットに対応しており、カメラに搭載しての運用もしくはスタンドアローンでの運用が可能です。

md313
テキスト ボックス
・ワイドバンドでは今や十分でなく、790MHzの周波数帯域幅を採用し、アップグレードされた
　マルチバンドシステムを採用

md313
テキスト ボックス
・レシーバーのナローバンド設定とLinearトランスミッターの組み合わせで200KHz等間隔のチャンネル設定 
 がインターモジュレーションを発生させずに可能となります。
※B帯域では250KHzの等間隔となります
 また、3dBの感度を得ることができます。


md313
テキスト ボックス
・8つのレシーバーボードを持ったMCR54は周波数レンジと確実性の為に先例のないキャパシティを誇ります。


md313
テキスト ボックス
・DSP、JNCとJNRのアルゴリズムはどんな状況でも1ms以下のディレイで望んだ音を完全な音で形成します。

md313
テキスト ボックス
・スタンドアローンもしくはカメラスロット用の機材構成は多くのカメラや音声デバイスに対応します


md313
テキスト ボックス
・モニターとコントロールはUSB-CもしくはBluetooth 5 (long range)でWISYCOM Managerで行います

md313
テキスト ボックス
・ハイコントラストのOLCDディスプレイとクイックマニュアル設定を可能にする4つのボタン

md313
テキスト ボックス
ＭＣＲ５４はテレビ局やプロダクション、ライブパフォーマンス、劇場などプロフェッショナルのためにデザインされた
4chレシーバーです。

md313
テキスト ボックス
主な特徴

md313
テキスト ボックス
▪　RFの状況への高い耐性

md313
テキスト ボックス
▪　広大な周波数帯域幅

md313
テキスト ボックス
▪　ダイナミックなオーディオパフォーマンスと柔軟性のあるアナログ＆デジタルプロセッサー

md313
テキスト ボックス
▪　今までにない確実性と耐久性
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md313
テキスト ボックス
MCR54の画期的なデザインは今までにない確実性：
レシーバーの大部分の回路はお互いの回路から独立しており、レシーバーの主な機能は概略図上にて機能します。

md313
テキスト ボックス
アンテナA、アンテナBはそれぞれ4つのレシーバーにRF信号を分配します。
MCR54の3つのバンクは4つのレシーバーの周波数に従って選択されます。

md313
テキスト ボックス
470MHz～800MHzの範囲で32MHzで調整可能

md313
テキスト ボックス
注意：選択する周波数は4chとも、同じバンクである必要があります。

md313
テキスト ボックス
4chすべてトゥルーダイバシティレシーバーです：
それぞれのチャンネルのレシーバーは同じ周波数に設定されているレシーバーで構成されています。
100KHzまたは200KHzのフィルターによるチャンネルのレシーバーの選択後、ナローバンドまたはワイドバンドの
トランスミッターに対し機能します。

md313
テキスト ボックス
各レシーバーは独自の復調信号と独自のRSSI(受信信号強度)を持っており、RFスケルチはダイバシティアンテナと
音声復調の為にRSSI測定を利用します。
RSSIレベルについて追記として、各チャンネルはチャンネル品質を測定しています。
それは、RFスケルチより時間とともに異なるノイズフロアーとトランスミッターの電波の品質を監視する強力なツールです。
ノイズスケルチと一緒に使用する事によりRFスケルチの設定をより低くセットすることができます。


md313
テキスト ボックス
A DSPはベストの音声の為に選択肢のAとBから選択と混合を行います
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md313
テキスト ボックス
上記の回路図のようにMCR54は以下の音声シグナルを供給します。
　・ヘッドフォン：3.5mmジャックよりアナログのモニター信号が出力されます。
　　メニューの”Setup>Headphone”により1ch～4chのいずれかのチャンネルをモニターすることができます。
　　ヘッドフォンのボリュームは0dB～24dBで1dBステップで調整できます。
　・ボトム【メイン出力】：4つの音声出力がレシーバー下部のコネクターに接続される出力アダプターにより構成され　　 ます。
   出力のアサインは下の表の通りとなります。

kazuh
テキスト ボックス
Base＃2

kazuh
テキスト ボックス
Base＃1

md313
テキスト ボックス
　・トップ【AUX出力】：2つの音声出力がレシーバー上部のTA5コネクターより出力されます。
   AES3のデジタル出力もしくはアナログ出力となります。
　 ※ボトム（メイン出力）をデジタル出力に設定している場合、トップ（AUX出力）はデジタル出力に設定することは
　 出来ません。
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Product overview

1GND

2 CHANNEL1+
3 CHANNEL1-
4 CHANNEL2+
5 CHANNEL2-
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SMAアンテナコネクター

kazuh
テキスト ボックス
ミニXLR　5ピンコネクター
2chアナログバランス音声出力　もしくは
4chデジタル音声出力(AES3)

kazuh
テキスト ボックス
電源用LED
　緑　ー　外部電源にて電源ON
　薄い緑　ー　バッテリーにて電源ON
　緑点滅　－　外部電源のLOW
　薄い緑点滅　ー　バッテリーのLOW
　赤点滅　ー　ゆっくり点滅：残り25%以下の駆動時間
　　　　　　　　　素早い点滅：残り12%以下の駆動時間

kazuh
テキスト ボックス
青点灯　Bluetooth接続時

kazuh
テキスト ボックス
128ｘ96ピクセルディスプレイ

kazuh
テキスト ボックス
レシーバーステータスのLED
　消灯　ー　レシーバーの電源がOFF　
　赤点滅　ー　周波数レンジのフィルター外（3ページ参照）
　赤　ー　RFレベルがスケルチより下回っている状態もしくはノイズスケルチがONの状態
　緑　－　RFレベルがスケルチより上回っている状態でアンテナAがアクティブな状態
　青　ー　RFレベルがスケルチより上回っている状態でアンテナBがアクティブな状態

kazuh
テキスト ボックス
ヘッドフォン出力　(3.5mmジャック)

kazuh
テキスト ボックス
”PWR/EXIT”ボタン
長押しすると電源のON/OFFができます。電源ON時にセットした設定記憶されています。
現在表示されているメニューをやめる際にこのボタンを押すとエスケープできます。

kazuh
テキスト ボックス
”MENU/SEL”ボタン
このボタンを押すとメニューに入ります。設定したいメニューで押すと設定が保存されます。

kazuh
テキスト ボックス
”▼/SCAN”ボタン
長押しするとSCANメニューが作動します。
メニュー選択時にこのボタンを押すとメニューが下にスクロールします。

kazuh
テキスト ボックス
”▲/SYNC”ボタン
長押しするとWISYCOMトランスミッターとの同期メニューが作動します。
同期を始める前にトランスミッターの”IRDA”をアクティブにする必要があります。
メニュー選択時にこのボタンを押すとメニューが上にスクロールします。


Display menu
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M

kazuh
テキスト ボックス
メニューにて素早く、簡単に設定をすることができます。
-MENU/SEL、PWR/EXITボタンでメニューの階層を進んだり戻ったりできます。
-▲/▼ボタンで表示されている階層のメニューを移動できます。
-設定を変更した場合はMENU/SELボタンを押し”SAVED”が表示されれば保存完了です。

kazuh
テキスト ボックス
レシーバーの数字

kazuh
テキスト ボックス
グループ　チャンネル

kazuh
テキスト ボックス
設定された周波数

kazuh
テキスト ボックス
オーディオバー
-42dB～0dB
ピークデビエーション　
≥56KHz

kazuh
テキスト ボックス
RFバー
8段階　10dBµVステップ
10dBµV～80dBµV

kazuh
テキスト ボックス
トランスミッターバッテリーステータス

kazuh
テキスト ボックス
注意
レシーバーの数字とLEDが赤く点滅したら周波数レンジのフィルター外です
（3ページを参照してください）

kazuh
スタンプ
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スタンプ

kazuh
テキスト ボックス
4チャンネル分のステータスが表示されているメイン画面でSYNC/▲ボタンを押すと各チャンネルのステータスが
表示されます。周波数とグループ、チャンネル、アナログのオーディオ出力レベルとデジタルのオーディオ出力レベルが表示され、この画面でSCAN/▼ボタンを押すとコンパンダーとチャンネルモジュレーション（WIDE/NARROW）が表示されます

kazuh
テキスト ボックス
オーディオ出力表示画面

kazuh
テキスト ボックス
コンパンダーとチャンネルモジュレーションの表示画面
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スタンプ
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各チャンネルのステータスが表示されている画面でMENU/SELボタンを押すと
周波数設定メニューに直接アクセスすることが出来ます。
チャンネル、グループ、周波数を設定変更してMENU/SELボタンで保存してください。
※B帯域はグループとチャンネルの組み合わせで周波数を設定してください。


kazuh
スタンプ

kazuh
スタンプ

kazuh
テキスト ボックス
M
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テキスト ボックス
M
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スタンプ
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スタンプ
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スタンプ
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スタンプ


Tree menu

Preset

Edit RX1
Edit RX2
Edit RX3
Edit RX4

Settings

Menu

Scan

Info

Preset:

Active
Load

Save

Factory

UO1-Preset1/U02-Preset2/U03-Preset3.... U16-Preset16

UO1-Preset1/U02-Preset2/U03-Preset3.... U16-Preset16

Name/ Freqg./ Ch. Mod./ Compand/ Sq. mode/ Audio/ Sync

Active RXs/ BT/ Audio Route/ Headphones/ Display/ Act. code/ Panel lock/ fn menu
Scan now/ Squelch/ Button/ View last

Supply/ Model/ Serial/ Range/ Antenna/ Base/ HW/ FW/ Diag./ Alarms

TIEIMAZ A —[ERREDADDOY TAZ2—5FLET

= Active: TREARITH>TWND Ty R —LERRLET,

" Load: RIFELIE=T)EYNEIRUHLETS,

» Save: RENDAT—RAET)LyNRETEES, (16MEFT)
* Factory: TiSHFRFOHEENUOHELET,
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テキスト ボックス
プリセットメニューは下記の4つのサブメニューを有します

kazuh
テキスト ボックス
現在有効になっているプリセットネームを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
保存したプリセットを呼び出します。

kazuh
テキスト ボックス
現在のステータスをプリセットに保存できます。(16個まで)

kazuh
テキスト ボックス
工場出荷時の設定を呼び出します。


Edit RX1+RX4
BF v RIILDLY—N—DEEETNET

Name "12 characters max"
Frequency Group / Channel and Frequency selection
Ch. Modulation | Wide/ Narrow
Compander ENS Wisy/ ENC Wisy/ ENR Wisy...
Sq. mode User/ Normal/ LongRange
AES level 0 to -30 dBFs (1dB step)
Edit RX1/RX2/RX3/RX4 Base level 18 to -24 dBu (1dB step)
Top level 18 to -24 dBu (1dB step)
PTT No/Yes
Audio PTT Base T+, T-, T, OFF
PTT Top T+, T-, T, OFF
Phase 0/180
Cal. Tone Cal. Tone OFF/ON
Frequency 400/600/1000 Hz
Level -30to 0 dB (1 dB step)
Sync “Active automatic sync with a transmitter”

Name
BFYORILDEREREETVET (12XFET)

Frequency

Ly —N—DFREET N —TEF o RO AEH B THRETDENTEET,
FIL—TEF v 2L DFRENETNIEE R (MHZ) THRELE T,

Ch. Modulation

U RZIYA—DERIZAHLETHFO—/NUR, TARNVRIZEREATEE,

MBI OO FO—/ VR (Narrow) 1222 & L TRALY,
MCR54DBSYNCTRIE HERMSE B E. MoV AIYE—DEDaL— 33147
(FA—NURELLIETARNUR)EMCRE4ERILAA T EHBIZHRESNE T,

Compander

MCRO4IZHEH DIV N F—EBEH L TRYET,

INS:AR—HILEBRDT ) r—2 30D BRGSOV /U2 —TF,
MTP60, MTP611ZJINSIZE& E L TS E0Y

INR-Wisy : /A ZUE YL av iR RIZRREF SN2V " Z—TY,

INC-Wisy : IxENEFEAEEICHKETSIN OV /U F—TT, BEBEOEFRNAET+—HILARICERAL TS,
JINR-Wisy, INC-Wisy[EMTP40, MTP41, MTB40EAIZEREL TESLY,



kazuh
テキスト ボックス
各チャンネルのレシーバーの設定を行います

kazuh
テキスト ボックス
各チャンネルの名前を設定を行います（12文字まで）

kazuh
テキスト ボックス
レシーバーの周波数をグループとチャンネルの組み合わせで設定することができます。
グループとチャンネルの設定が無ければ周波数(MHｚ)で設定します。

kazuh
テキスト ボックス
トランスミッターの変調に合わせてナローバンド、ワイドバンドに設定可能。
※B帯域での仕様の際はナローバンド（Narrow）に設定してください。

kazuh
テキスト ボックス
MCR54からSYNCで周波数を同期させた場合、トランスミッターのモジュレーションタイプ
(ナローバンドもしくはワイドバンド)もMCR54と同じタイプに自動的に設定されます。

kazuh
テキスト ボックス
MCR54は複数のコンパンダーを搭載しております。
JNS：ボーカルと音楽のアプリケーションの為に設計されたコンパンダーです。
　　　　MTP60、MTP61はJNSに設定してください

JNR-Wisy：ノイズリダクションが最大に設計されたコンパンダーです。

JNC-Wisy：最高の音声忠実度に設計されたコンパンダーです。楽器や特別なヴォーカル用途に使用してください。
　　　　JNR-Wisy、JNC-WisyはＭＴＰ４０、ＭＴＰ４１、ＭＴＢ４０使用時に設定してください。


ENR-1.2/ENC-1.2:

%< 12745 (Canon® C300, Canon® XF305, Sony® Pmw200, Sony® Pmw300, Sony® PmwF5, Sony®
Fs7, Nikon® D600 or Nikon® D800, Canon® SD mark37:&)

E—HEITERT IR, ATV ERLLIZEEERVNET, COAMTOIXR/NRUDIVIFEBE~AANTIHRINT
BEUVARDDBMEBERSCENTEET,

(ENR/ENCRAV A —RELER T A—T4F R BEEELHFIZS/NEEA16dBE ELET,

CHBDIF RN —EHIIE MV RZTyR— EDENREL S —/N—_EDENR 1.2 £F/E T 5\
FSU A2y A—DENCEL Y —/N—DENC 1.2 ZRET DM EMNHYET, ENR-1.2(% /1 X~ ENC-1.21%
EEENEEEEShTOEYS,

NOTE: OV /U A —IFhTV AZYR—EL Y —N—([ZECaV /S — 2R ET INEAHYET

MCR54MI7 ., FNIEH/RENERREELIOTT Y aFLI—IMNDIFEAEDIAVYL ANV ISV A —% T30
L—hg BTEMTEDRHKMZE>TWDTU AL —T A Ta7 v —T,

Sq. Mode

AT IVFE—RT/ =TI, OVTLSD2E— DEBIBYET,
BHRTEDEREMEILUTOROBYELYET,

FIXED PARAMETERS
. Squelch
RF squelch Noise TSQ delay
[dBuv] Squelch [dB] ON[r::]'aV Tone squelch [ms]
Normal 6 11 0 ON 500
Long 3 8 0 OFF 500
Range
B IFAN—PI—H—@AIFELT, BIDRTILFEHRE "User" MTINVET,
WISYCOM Manager £ TR /NTA—R—%5HTE T HENTEET,
VARIABILE PARAMETERS
. Squelch
RF squelch Noise TSQ delay
[dBuV] squelch [dB] O'Tr::]'ay UE DI [ms]
User OFF/ /(1/ 63/ 6 | Fromgto25 | 0to2000 ON/OFF 0 to 2000

RER4IILF:
HESNTWSERBOEREBENRATILFREL TNESGEER&EIa—MNFT,


kazuh
テキスト ボックス
ENR-1.2/ENC-1.2：
様々なカメラ（Canon® C300, Canon®  XF305,  Sony® Pmw200, Sony® Pmw300, Sony® PmwF5, Sony® Fs7, Nikon® D600 or Nikon® D800, Canon® SD mark3など）
と一緒に使用する際、ダイナミックを減らした信号を扱います。このタイプのエキスパンジョンは信号へ人工的な加工音なくノイズの少ない信号を扱うことができます。 （ENR/ENCスタンダードと比べて）オーディオ品質を損なわずにS/N比が15dB向上します。

これらのエキスパンダーを使うには、トランスミッター上のENRとレシーバー上のENR 1.2 を設定するか、
トランスミッターのENCとレシーバーのENC 1.2 を設定する必要があります。ENR-1.2はノイズへ、ENC-1.2は
高音質へ適正化されています。

kazuh
テキスト ボックス
コンパンダーはトランスミッターとレシーバーは同じコンパンダーに設定する必要があります


kazuh
テキスト ボックス
MCR54のコア、それは最高の音声品質とプロフェッショナルマーケットのほとんどのワイヤレスのコンパンダーをエミュレートすることができる柔軟性を持っているデジタルオーディオプロフェッサーです。

kazuh
テキスト ボックス
スケルチモードはノーマル、ロングレンジの2パターンの構成があります。
各設定の設定値は以下の表の通りとなります。

kazuh
テキスト ボックス
追記：エキスパートユーザー向けとして、第3のスケルチ設定”User”がございます。
WISYCOM Manager上で各パラメーターを設定することができます。

kazuh
テキスト ボックス
RFスケルチ：
設定されている周波数の電波信号がスケルチ設定を下回った場合音声をミュートします。


JARRTILF
RFAZIVFLYBEEREELEIZRED /A RTATEN SV AZIVA—DERDRBEEERTEBNEY—ILTY,
JA XA IWFE—HEIE AT DEICKURFRT L F DR EELVECEYNT 2TENTEEY,

M2 X7 LT

TORNS—=V RV FERESEDIEIZEYWISYCOMDINS Y A2y A—EREALET,
F—2 2R LFAONIZESTNBIEE . MV AZIYA—ISDM U EEABRIENAENES
BEEEIa—MNET, bV AT ILFIFRFAT L FEVEONLRILTESLET,

Audio
FA—TAFHALRILERETERS

e TUH)L AES3:0dB~-30dB(1dBRFv)
e 7+0O% BASE(BPA54/BCAb54):18dB~-24dB(1dBRFv)
e 77045 TOP:18dB~-24dB(1dBRTv>)

PTT

U R2YA—DPTTARAY (Push To Talk) hRLIIGEBELIIGEDER B ADREBERET HEN
HRET

T T+ T- OFF
PTT PUSHED O O

PTT RELEASED ] x O

[X] "X"ARRENTNSIHAE, BRHNBZEDTY
[ I"X"BRESNTOEWNGE, BEFHANTEYTT

Phase
BEEOMBEOELLIXI80EIZRELET

Cal. Tone

Cal. ToneZBRN=T BL, LO—N—DOHANBF¥)TL—3> -b—=UhED N, RXOF—T 1A LEDA
BRIZBYET,

(Cal. ToneE#A 7129 BIZlE, A=a—nEdit RX > Audio Out > Cal tone TOFFIZE&ELET, )


kazuh
テキスト ボックス
ノイズスケルチ：
RFスケルチより時間とともに異なるノイズフロアとトランスミッターの電波の品質を監視する強力なツールです。        ノイズスケルチと一緒に使用する事によりRFスケルチの設定をより低くセットすることができます。

トーンスケルチ：
デジタルトーンスケルチを発生させることによりWISYCOMのトランスミッターを検知します。
トーンスケルチがONになっている場合、トランスミッターからのトーン信号が検知されない場合
音声をミュートします。トーンスケルチはRFスケルチより低いレベルで作動します。
　　　　　　　　　 

kazuh
テキスト ボックス
オーディオ出力レベルを設定できます

kazuh
テキスト ボックス
デジタル　AES3：0dB～-30dB（1dBステップ）　

kazuh
テキスト ボックス
アナログ　BASE（BPA54/BCA54）：18dB～-24dB（1dBステップ）　

kazuh
テキスト ボックス
アナログ　TOP：18dB～-24dB（1dBステップ）　

kazuh
テキスト ボックス
トランスミッターのPTTボタン（Push To Talk）が押した場合や離した場合の音声出力の状態を設定することが
出来ます

kazuh
テキスト ボックス
”Ｘ”が表示されている場合、音声出力は有効です　

kazuh
テキスト ボックス
”Ｘ”が表示されていない場合、音声出力は無効です　

kazuh
テキスト ボックス
音声の位相を0度もしくは180度に設定します

kazuh
テキスト ボックス
Cal. Toneを有効にすると、レシーバーの出力からキャリブレーション・トーンが送られ、RXのオーディオLEDが
青色になります。
（Cal. Toneをオフにするには、メニューのEdit RX > Audio Out > Cal toneでOFFに設定します。）


LANJLIE-30dB~0dBO & TR E TE=E T,
HH 9 B REEEE400Hz/600Hz/1,000HzIZ R ETEET

Sync

SYNCHEREIZFRIMREBLTL Y —N—[ZERESNTWD EREE
NSY RSy hA—(= 3% B LA TR BEFIBSEETT, SYNC: RX1 —> TX
SYNCHEAEEFI T BRIV =27 L ELILSCANAE R FRLNT
FETIABBERF v RILITRELTEEN, Waiting for TH...
A /SYNCARAVERLLTSYNCAZ 2 —ZMEUHELT, SYNC -
SEEWFroRILEEYNTSELRAVERIFLLT
SYNCERA—RLTLEEL,

LY —NR—DFRIMRIR—IENT Y A2V A—DRIMER—IEE DT T
TEL, SYNCASE T 454 " Donel” ERmaNET,

SYNCHA R IILAWGE (LY —N—ENT U X2y B—D EFEL  OhE > TWBETIET A AT LAIZ
IT—AytE—UNRRINET,

oY X2y A—D"NAME"#EEN B ZNI< A>T SHE. SYNCATE T LIzHA. SYNCLZL Y —/—]
F—LDNRRINET,

Settings
ERNGA—B—DREAZ2—IZTIEALET

Active RXs RX1 RX2 RX3 RX4
Power on Yes/No
Pairing Yes/No

BT
Passcode Yes/No
Reset Dev.
Base#l

Audio Route Base#2

. TOP
Settings

Volume -24to 12 dB (1 dB step)

Headphones RX select RX1/RX2/RX3/RX4
Led mode Full/Alarms/OFF
Brightn. 0/5

Display
LOW 5/60 sec (step 5 sec)
OFF 10/120 sec (step 10 sec) / OFF

Act. code

Panel lock Yes/No

fn menu Audio/ActRX/BT



kazuh
テキスト ボックス
レベルは-30dB～0dBの範囲で設定できます。
出力する周波数は400Hz/600Hz/1,000Hzに設定できます。

kazuh
テキスト ボックス
SYNC機能は赤外線を通じてレシーバーに設定されている周波数を
トランスミッターに送ることができる便利な機能です。
SYNC機能を利用する前にマニュアルもしくはSCAN機能を用いて
希望する周波数を各チャンネルに設定してください。
▲/SYNCボタンを長押ししてSYNCメニューを呼び出して、SYNC
させたいチャンネルをセットしてSELボタンを長押しして
SYNCをスタートしてください。
レシーバーの赤外線ポートとトランスミッターの赤外線ポートを近づけて
下さい。SYNCが完了すると”Done!”と表示されます。

kazuh
テキスト ボックス
SYNCが成功しない場合(レシーバーとトランスミッターの周波数レンジが違っている等で)はディスプレイに
エラーメッセージが表示されます。


kazuh
テキスト ボックス
トランスミッターの”NAME”機能が有効になっている場合、SYNCが完了した場合、SYNCしたレシーバーの
ネームが表示されます。


kazuh
テキスト ボックス
M

kazuh
テキスト ボックス
主なパラメーターの設定メニューにアクセスします


Active RXs
BF v HRILOON/OFF R ELET

Bluetooth
Pairing : B/NAILTINA R ATUYNEERTYU T ETNET

Passcode:/SAT—RERELET

Reset: SETRTIVTELIZCEDHBDENAINTNARX ZTLINOEBEZE LI FT

Audio Route

MCRSAGN—REM TD2BENEF H NERALEFT
MCRO4IZHEE T BT NRILIZE>TESY FUANBYES

YT IR

® BPAS4: RAURTO—)T 8% L

= SLK54-SX2:SONYHAS A7 /3R IV

= SLK54-IK :lkegami/Panasonics HAZ R 7 /8L

= MRK16:WISYCOM MRK16 16F ¥ > RILLL—/IN—I X T L

ZOAZa—[FBEEHADT7FOTELET ORI (AESI) R ET D EMNH ZFET,

BPABAEREE LGS, TORILE AIFTOPORYZ— BASEHIDEELMNENERY, 120X Z—FLY4
FYUoRILDOESNEHENET, 7HA7 H AIZHRELISAEBASER 1 idch B Tch2, BASE#2AS
ch3RUchdDEENH hENET,

TOP output BASE#1 output BASE#2 output

1GND

2 CHANNEL1+
3 CHANNEL1-
4 CHANNEL2+
5 CHANNEL2-

CH2 CH3 CH4
Al A2
A3 A4 Al A2 A3 A4
D1, D2 D3, D4
Al A2
D1, D2 D3, D4 A3 A4
A3 A4



kazuh
テキスト ボックス
各チャンネルのON/OFFを設定します

kazuh
テキスト ボックス
Pairing：モバイルデバイス、タブレット等とペアリングを行います

Passcode：パスワードを設定します

Reset：今までペアリングをしたことのあるモバイルデバイス、タブレットの履歴をリセットします

kazuh
テキスト ボックス
MCR54はベースとトップの2種類の音声出力を提供します
MCR54に搭載するリアパネルによって違うシナリオが有ります

kazuh
テキスト ボックス
リアパネル：

kazuh
テキスト ボックス
BPA54：スタンドアローンリアパネル

kazuh
テキスト ボックス
SLK54-SX2：SONYカメラ用リアパネル

kazuh
テキスト ボックス
SLK54-IK：Ikegami/Panasonicsカメラ用リアパネル

kazuh
テキスト ボックス
MRK16：WISYCOM MRK16　16チャンネルレシーバーシステム

kazuh
テキスト ボックス
このメニューは音声出力のアナログもしくはデジタル（AES3）を設定することが出来ます。
BPA54を搭載した場合、デジタル出力はTOPコネクター、BASE#1のどちらかが有効となり、1つのコネクターより4チャンネル分の信号が出力されます。アナログ出力に設定した場合はBASE#1からch1及びch2、BASE#2から
ch3及びch4の信号が出力されます。


SLK54-IKSSEREL=5HE. TORLH AFTOPaRY2— BASEDLELANERIELY, 120D
AR E—LYAF v R DDESHAHNSNET, 7FOTHDIZHELLISEETOPEch 1 R Uch26 LI
ch3R UchdDELELAE R E TEEY, BASEMDch1 RUch2DEBE M H AhEhET,

TOP output BASE output

2 CHANNEL1+

1 GND 3 CHANNEL1-
2 CHANNEL1+ 15 CHANNEL2+
3 CHANNEL1- 16 CHANNEL2-
4 CHANNEL2+
5 CHANNEL2-

CH1 CH2
A3 Ad
Al A2
D1, D2 D3, D4
Al A2
D1, D2 D3, D4
A3 Ad

SLKb4-SXEREHLEBE. TOALHAITOPIARIZA—DAHANERELY, 12D 2—LY
AF v FILDDESHHASNES, 7HOV HAIZRELIZIFHAETOPIEch1 R ch24 LLIE
ch3 X UWchdDEBLLME R E TEEY, BASEMBch1 RUCh2DEENH HEhFE T,

TOP output BASE output

2 CHANNEL1
3 CHANNEL2

1GND

2 CHANNEL1+
3 CHANNEL1-
4 CHANNEL2+
5 CHANNEL2-

CH1 CH2
Al A2

A3 A4 Al A2

D1, D2 D3, D4



kazuh
テキスト ボックス
SLK54-IKSSを搭載した場合、デジタル出力はTOPコネクター、BASEのどちらかが有効となり、1つの
コネクターより4チャンネル分の信号が出力されます。アナログ出力に設定した場合はTOPはch1及びch2もしくは
ch3及びch4のどちらかを設定できます。BASEからch1及びch2の信号が出力されます。

kazuh
テキスト ボックス
SLK54-SXを搭載した場合、デジタル出力はTOPコネクターのみが有効となり、1つのコネクターより
4チャンネル分の信号が出力されます。アナログ出力に設定した場合はTOPはch1及びch2もしくは
ch3及びch4のどちらかを設定できます。BASEからch1及びch2の信号が出力されます。


Audio Route: MCR54-DUAL

MCR54-DUALI&2chL ¥ —/R—TMCRS 4L RN EMEEZBLE T,
Audio routelE FEENERDELYDENELHBYFET,

(BPABADBASE#2IZIFEFH I T H VSN THEE A, )

BPA54:

IKSS:

SX:

TOP output BASE#1 output BASE#2 output
1GND
2 CHANNEL1+
3 CHANNEL1-
4 CHANNEL2+
5 CHANNEL2-
CH1 CH2 CH1 CH2 CH3 CH4
Al A2 - -
Al A2
D1, D2 - - -
D1, D2 - Al A2 - -
TOP output BASE output
2 CHANNEL1+
1GND 3 CHANNEL1-
2 CHANNEL1+ 15 CHANNEL2+
3 CHANNEL1- 16 CHANNEL2-
4 CHANNEL2+
5 CHANNEL2-
CH1 CH2
Al A2
D1, D2 - Al A2
TOP output BASE output
1GND 2 CHANNEL1
2 CHANNEL1+ 3 CHANNEL2
3 CHANNEL1-
4 CHANNEL2+ (@
5 CHANNEL2- ]
L (@
CH1 CH2 CH1 CH2
Al A2
Al A2
D1, D2 -



kazuh
テキスト ボックス
MCR54-DUALは2chレシーバーでMCR54と同様の動作を有します。
Audio routeは下記の表のとおりの動作となります。
（BPA54のBASE#2には音声出力はアサインされていません。）


Headphones
COANYRTAVAZ A —TIEEEDIchEE=2—F DR EETNET,
AYRTAULARIUE-24dB~+12dBETIBRATY I TRHEAEETT,

Display

ZDTARATLAAZ2—TIELEDDRR/NE— 0T A RTLA DRSS, BIERROOFFETOREEZED
HRENTTRETT,

LEDE—F:

Full: ¥ XRTOLEDAE A %D
Alarm: 75— LEEQOHLEDMN AR (LEDIZFRDH)
OFF: 3 RTOLEDA H BF %)

Low timeout: LowZA A7 IRIERESNRREETREL O —N—DEBESNENS5E
HEMICEmIRERSRETT,
R ERFREILS R ~60F), SRR T VS CHERIRE

OFF timeout: OFF&A L7 INIEHRESNI=BERIETL Y —N—EBIEShEH =54
BHEWICEmAIEZDRETY,
RERBIL10F~120%, 10 ATV THREAIAEOFFICLZSALEEmAEBNITEZ 22 LEHYEE A,
Act. code
COAZ a—TIEREAA—REATEAL LV U A —DBRICRYET

XBEOA N A—FBCERZG>THYFES
Panel lock
IRFIILOYIDERIDIEE . TINAADINTA—R—EOYI T BIENHEET
—EBDAZ A —FRE/NTA—A—EE BT HLTHEFEA

'n. Menu
ZOA=2—TIZSCAN/ WESYNC/ AL RIBFCIH G CEIkYA= 21— DI a— b AVNEEIY L THIENHEET

= Audio: "Audio route” A=a1—
= BT: "Bluetooth”A=a1—
= ActRX: "Active Rxs"A=a1—


kazuh
テキスト ボックス
このヘッドフォンメニューでは任意の1chをモニターする設定を行います。
ヘッドフォンレベルは-24dB～+12dBまで1dBステップで調整可能です。

kazuh
テキスト ボックス
このディスプレイメニューではLEDの表示パターンやディスプレイの明るさ、画面表示のOFFまでの時間等の
設定が可能です。

kazuh
テキスト ボックス
LEDモード：

kazuh
テキスト ボックス
Full：すべてのLEDが常時有効

kazuh
テキスト ボックス
Alarm：アラーム時のみLEDが有効（LEDは赤のみ）

kazuh
テキスト ボックス
OFF：すべてのLEDが常時無効

kazuh
テキスト ボックス
Low timeout：　Lowタイムアウトとは設定された時間まで何もレシーバーが操作されなかった場合
自動的に画面が暗くなる設定です。
設定時間は5秒～60秒、5秒ステップで調整可能

kazuh
テキスト ボックス
ＯＦＦ timeout：　ＯＦＦタイムアウトとは設定された時間までレシーバーが操作されなかった場合
自動的に画面が消える設定です。
設定時間は10秒～120秒、10秒ステップで調整可能ＯＦＦにした場合は画面が自動的に消えることはありません。


kazuh
テキスト ボックス
このメニューでは認証コードを打ち込むとコンパンダーが有効になります
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※通常のコンパンダーは既に有効になっております


kazuh
テキスト ボックス
パネルロックが有効の場合、デバイスのパラメーターをロックすることが出来ます
一部のメニューを除きパラメーターを変更することは出来ません


kazuh
テキスト ボックス
このメニューではSCAN/▼とSYNC/▲を同時に押すことによりメニューのショートカットを割り当てることが出来ます

kazuh
テキスト ボックス
”Audio route”メニュー

kazuh
テキスト ボックス
”Bluetooth”メニュー

kazuh
テキスト ボックス
”Active Rxs”メニュー


Scan
AF A ZA—TIFUTRDAZ2A—IZFIEALET

Scan now Channels
Freq.
Scan
Squelch OFF/0/3/6/9/12/15/18/21/24/28/32/36/40/46 dBuV
Button Channels/ Freq.
View Last
Scan now

MCRBAE T IL—TEF v RIL DA B BIZLBSCANE EIR - L BSCANE ZBIRT BENTEET,
A=a—dSetup > Scan > Scan now TF ¥ K ILIZ&HSCANA B R EIZ £ HSCANEZIRL TSN,

Channels

Select group for scan

GR: [ Center



kazuh
テキスト ボックス
Scan now
MCR54はグループとチャンネルの組み合わせによるSCANと周波数によるSCANを選択することができます。
メニューのSetup > Scan > Scan nowでチャンネルによるSCANか周波数によるSCANを選択してください。


kazuh
テキスト ボックス
スキャンメニューでは以下のメニューにアクセスします


Channel

Select group for scan
GR: [ Center

Select arnun for snan

GR Swi

all T!

Scan running: GR: 00

CH: 18 566.000 MHz
— ]

Ch: 01  Freq: 482.000 HHz
Rank: 00 Lev: S dBuY

Fr o RILTSCANE T 21546, EOTIIL—TFESCANT MRRIN
FTOTHERALEW IL—TEZEIRLTSCANEFITVET,
(MCRBAIZIZBEIHDF v R T I—F R )EyhEn TBYET, )
"GRO0"%#SCANT LB gD BRI R E#SCANLE T,
TIN—TE2IRLTSCANE T LT IL—TDRESNTNDER
DHSCANEFTNET, ZAUZKYSCANDEFEIAERB TR TLEYS

TIN—T%:ZR &, SELRAVERT L T RTOMNVAZIVA—DE
JBEOFFICL TSN &7 5— MY RRESNET,

T I—hRRRICSELARZ U &9 ESCANAFRtR SN E S,

SCANAE T THEIRADBNEFIZF v RILDARRINET,
BOAREBERESNTOIRATILFLARILTT,
ARZEVRAVERBICETERAOBVEETERL Frox
IVBIZRRATVEDYET,

RSN TODBFRIILUTOBYELRYET,
-Ch:FvoxiL
-Freq: P ybEhTWBFE R K
-Rank : SCANfERDIERD BN Y
-Lev:RFLAR)L

SCANME T LI-BEIE CTA/ VRV ER T EF v o KL BEILET

RET HF v RIVIZTSELZ T & "Set to all”&"Set on”AHY
RRSNZET,

Set to allZRINT 2ERIMDBVTF ¥ RILIEZFIZERXT ~RX4IZ
HELET,

Set
onZEiL, BIRLEF v RILERXT ~RXADENIZERE T 2D %
FEIRLTSELERLTRELET,

MSCANFRIZSYNCTL Y — N—D R S E SR E .
NIV RZYRA—~DSYNCEATSCEEHENDHLVLET,
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チャンネルでSCANをする場合、どのグループをSCANするか表示されますので使用したいグループを選択してSCANを行います。
(MCR54にはB帯域のチャンネルグループがプリセットされております。)
”GR00”をSCANするとB帯域全域の周波数状況をSCANします。
グループを選択してSCANをするとグループの設定されている周波数のみSCANを行います。それによりSCANの時間が短時間で終了します

グループを選択後、SELボタンを押すと”すべてのトランスミッターの電源をOFFにしてください”とアラートが表示されます。

アラート表示後にSELボタンを押すとSCANが開始されます。

SCANが終了すると状況の良い順番にチャンネルが表示されます。
横の点線は現在設定されているスケルチレベルです。
▲ボタンと▼ボタンを同時に押すと状況の良い順番ではなく、チャンネル順に表示が切り替わります。

表示されている情報は以下の通りとなります。
　　-Ch：チャンネル
　　-Freq：プリセットされている周波数
　　-Rank：SCAN結果の情況の良いランク
　　-Lev：RFレベル

SCANが終了した画面で▲/▼ボタンを押すとチャンネルが移動します

設定するチャンネルにてSELを押すと”Set to all”と”Set on”が
表示されます。
Set to allを選択すると状況の良いチャンネル順番にをRX1～RX4に
設定します。

Set onを押し、選択したチャンネルをRX1～RX4のどれに設定するかを
選択してSELを押して決定します。

※SCAN後はSYNCでレシーバーの周波数を決定後、
トランスミッターへのSYNCを行うことをお勧めいたします。



Freq

Select freq and step:
Hin: EHI.0 HHz
Hax: 529.2 HHz
Step: 100  KHz

Select fren and sten

Hir Switch OFF

by AITX @

StepTIOD

Scan freq: 470.0: 529.2

509.500 MHz
EEmm——— ]

Freq: 470.0 HHz
Lev: 60 dBuY [470.0-529.0]

Freq: 489.1 HHz
Lev: 4 dBuY [482.0-493.9]

Freq: 489.1 HHz
Lev: 4 dBuY

Sync

AMBTSCANE S B 8. B ERBERABRBEANLTLS
CANESZRWEY , B/NEARBMERKERBOL Y DIE32MHzET
<4,

SCANY B BIR# w1 Z R EL1=oSELR2 VEHLET,

T I—hRIRNRICSELARZ &9 ESCANAFRtR SN E S,

SCANAE T T2EIRADBNEFICF v RILDARRINET,
BORBIIBEERESNTOEATILFLARILTY,
SCAN#ERIFIMHZATY T CRIRSNETH, ARZVEVREV %
RIS EIRAERTINTVDEREAR—LZNI100KHZ R T
TTRRINFET,

RSN TODBFRIILUTOBYELGYET,
-Freq:BIRENTWDER K
-Lev:RFLAR)L

SCANAME T LI-EIE CA/VARAVERTEF v o RILABELET

BRETHF v I TSELE RS &"Set”&"Sync” A

RRESNFET,

Set onZ L BIRLI=F v RILERXT~RX4DENIZERET DVE
BIRLTSELERLTRELE S,

Sync&# 9 ERX1~RXADENZENT Y X2y A—DSYNCT o EHD
NEFTDOTRXT~RX4ZZIRLTSYNCEFTLET,

¥SCANTRIZSet TLY —N—D ELR A R EH.
NIV RZYA—~DSYNCEATSCEEHENDHLVLET,
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周波数でSCANをする場合、最小周波数と最大周波数を入力していSCANをおこないます。最小周波数と最大周波数のレンジは32MHzまでです。
SCANする周波数帯域を設定したらSELボタンを押します。

アラート表示後にSELボタンを押すとSCANが開始されます。

SCANが終了すると状況の良い順番にチャンネルが表示されます。
横の点線は現在設定されているスケルチレベルです。
SCAN結果は1MHzステップで表示されますが、▲ボタンと▼ボタンを
同時に押すと現在表示されている周波数がズームされ100KHzステップで表示されます。

表示されている情報は以下の通りとなります。
　　-Freq：選択されている周波数
　　-Lev：RFレベル

SCANが終了した画面で▲/▼ボタンを押すとチャンネルが移動します。
設定するチャンネルにてSELを押すと”Set”と”Sync”が
表示されます。
Set onを押し、選択したチャンネルをRX1～RX4のどれに設定するかを
選択してSELを押して決定します。

Syncを押すとRX1～RX4のどれをトランスミッターのSYNCするか尋ねられますのでRX1～RX4を選択してSYNCを行います。

※SCAN後はSetでレシーバーの周波数を決定後、
トランスミッターへのSYNCを行うことをお勧めいたします。



Info

In the info menu the following information are displayed:

F—LYRMAZa—ICAY, EGHBETT—I—RA
ERENES,

Info Description Example
Supply BEHLTVRBREORLTF—UERRLET, 12.0 Volt
Model FNAADHBHERRLET . MCR54
Serial ITFILFUN—ERRLES. 10900174
MLV ERRLET, 470--960
Range f%ﬁ%;&ﬁfégﬁgw
Antenna FESNTOBEARBISHISLET Y TFDOF vy T D% BLACK
xrRLET
UT SRR TWB 7 T 8— & FRLETS, BPAS4
BPA54-5X
Base BPA54
BPA54-IK
MRK16
NONE
Country HUN)—a—RERRLES, EU
Main rev. A UR—BRDN—RYTFON—LavERRLET, 00.08
HW | Main opt. A UR—ROF T av e RRLET, -
RF rev. RFAR—RDN—RI L7 DN—U a0 R RLET, 01.02
Panel rev. RELR—RON—RITFON—SavERRLET, 00.01
Version: T7— LT T DN—avERFLETS, v2.0
FW | BL: T—ta—F—DN—TavERRLET, v.1.0
DSP: DSPON—UavERRLET, V1.1
Diagnostic
75— LOEHERRLET, 0
Alarms FI—LOEEN—ELU EDIHE, SELARZERTE
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接続している電源のボルテージを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
デバイスの型番を表示します。

kazuh
テキスト ボックス
シリアルナンバーを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
周波数レンジを表示します。
(最小周波数と最大周波数)

kazuh
テキスト ボックス
リアパネルに接続されているアダプターを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
設定されている周波数に対応したアンテナのキャップの色を表示します

kazuh
テキスト ボックス
カントリーコードを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
メインボードのハードウェアのバージョンを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
メインボードのオプションを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
RFボードのハードウェアのバージョンを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
パネルボードのハードウェアのバージョンを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
ファームウェアのバージョンを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
ブートローダーのバージョンを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
ＤＳＰのバージョンを表示します。

kazuh
テキスト ボックス
アラームの回数を表示します。
アラームの回数が一回以上の場合、ＳＥＬボタンを押すと
ラームリストメニューに入り、簡単な説明とエラーコードが
表示されます。


MCR54 / MCR54-DUAL

User Manual

ACCESSORIES AND PARTS

BPAS4:RBURTA—2V ik

Hirose HR10A-F

bc

SLK54-5X2:Sony HROWN V7 X T 52—
Sony HAZHTY/IN—=TF2P+D-Sub) 7 /SFIL

SUBD-15pin:

AW N R

FER

FTRTOSONYDAATHHNESL TILEV BB TEHYELADTS

1 GND
4+4VDC

GND
CH1 Anal (unbalanced)
CH2 Anal (unbalanced)
VvDC

1GND 1GND

2 CHANNEL1+ 2 CHANNEL3+

3 CHANNEL1- 3 CHANNEL3-

4 CHANNEL2+ 4 CHANNEL4+

5 CHANNEL2- 5 CHANNEL4-
NOTE:

On SLK54-SX analogue outputs level can be set to
0dBu or -16dBu (with +18dBu on RX max level)

ERIZARBHATA2chH R OIS AL BRI OBEFcyraps 00 SLK54-SX analogue outputs level can be set to

HLET,

+2dBu or -16dBu (with +18dBu on RX max level)

SLK54-IKlkegami Uni Slot™ &SOUND DEVICES SuperSlot™BAXAYNM Y T7HTH—

SLK54-IKx$ it
-SOUND DEVICES SL-2

-WIYCOM MRK16 MCR54 &KAEHEEDIE—TT(R

-lkegami, Panasonic 1A=

SUBD-25 pinout:

N oUW N R

2
2.
25

w N

22

GND

CH1+ Anal/ CH1,2 AES3+
CH1- Anal/ CH1,2 AES3-
GND

VDC (6-18 VDC)

RX_ON

RX_WARNING

CH2+ Anal/ CH3,4 AES3+
CH2- Anal/ CH3,4 AES3-
UART from Wireless receiver
UART to Wireless receiver
GND

NOTE:

when SLK54-IK is set to analogue outputs, the
level is attenuated of 16dB

(max anal. ouputs: +2dBu)
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BPA54:スタンドアローンソケット

kazuh
テキスト ボックス
SLK54-SX2:Sony用スロットインアダプター

kazuh
テキスト ボックス
Sony　カメラ用アッパーフランジ＋D-Subリアパネル

kazuh
テキスト ボックス
注意：
すべてのSonyのカメラが内蔵ダブルピンが有効ではありませんのでご使用になるカメラが２ｃｈサポートの場合は事前の動作チェックをお勧めします。
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SLK54-ＩＫ:Ｉｋｅｇａｍｉ　Ｕｎｉ　Ｓｌｏｔ™＆ＳＯＵＮＤ　ＤＥＶＩＣＥＳ　ＳｕｐｅｒＳｌｏｔ™用スロットインアダプター

kazuh
テキスト ボックス
SLK54-IK対応機種
　-SOUND DEVICES SL-2
　-WIYCOM MRK16　MCR54　最大4台搭載のインターフェイス
　-Ikegami、Panasonicカメラ


BCALA :YF I LNy T =18yt E
RRURTA—IYT IS

—-2x mini XLR-5pin #+ X
BEEdHA

-1x SMEB Ny TU—HA
Hiroseax4s 42—

-RRC2040/48

Ny T =V R—F b

P

0

CABLES

BEEQIRT—TIL

QN CAM50-3 TABF-2xXLR3M 500m
BEET—TL
CAM50-41 TASF-XLR3M 50cm

AES3HAZ AT —T IV

NEBERAT—T I

€DC34 HIROSE-4£/%5 50cm
ACEET ST 5—
HROSEf+#%

PsP910-H A :100V~240V

HF3:12V@700mA,8W
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BCA54：リチウムバッテリーパック付き
　　　　　 スタンドアローンリアパネル

kazuh
テキスト ボックス
-2x mini XLR-5pin オス　
　　　音声出力
-1x 外部バッテリー用
　　　Hiroseコネクター
-RRC2040用
 バッテリーコンポーネント
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音声分岐ケーブル
TA5F-2xXLR3M 50cm
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音声ケーブル
TA5F-XLR3M 50cm
AES3カメラ用ケーブル
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外部電源用ケーブル
HIROSE-先バラ 50cm
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AC電源アダプター
HIROSE仕様
入力：100V～240V
出力：12V＠700mA,８W




CAUSBC1

USBr—7ZJL 1m
USB-B to USB-C
MCREA~NDER G R UEER, ab—ILH

CAP52-IK

RBAURF7AO—UN—F% R SLK54-K

(D-Sub 25EV)F
2xXLR-3M(Z =t /1) +Hirose (4 ER /Ny T —F)
MCR54+SLK54-IK:ERRF, 2F v R ILD
TFOTEEH HELIZAF v RILDAESIEFE H
il

CAP52-SX

ABAURF7A—N—3 X SLKH4-SX

(D-Sub 15EV)HA
2xXLR-3M(F =t 51) +Hirose (44 8R /Ny T —F)
MCR54+SLKb4-IK:EREE, 2F v RILD

TR EERA

ANTENNAS

AWS-BK

KAV TToTF+ 470MHz~608MHz
SMAOQXRYA— Fyy S B

AWS-YL

wAwT 7T+ 572MHz~694MHz
SMADRYA— Fvv T/ EE

AWS-GN

R~ T 7T+ 670MHz~870MHz
SMADRYB— FvvT Hk

AWS-BL

AT 7T+ 820MHz~1,160MHz
SMADRYA— Fov T F

AWS-RD

wKAvTF7oT+ 1,060MHz~1,300MHz
SMAQRYA— Frv 7R
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USBケーブル　1m
USB-B to USB-C
MCR54への電源供給及び監視、コントロール用
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スタンドアローンハーネス　SLK54-IK
（D-Sub 25ピン）用
2xXLR-3M（音声出力）＋Hirose（外部バッテリー用）
MCR54＋SLK54-IK運用時、2チャンネルの
アナログ音声出力もしくは4チャンネルのAES3音声出力
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スタンドアローンハーネス　SLK54-SX
（D-Sub 15ピン）用
2xXLR-3M（音声出力）＋Hirose（外部バッテリー用）
MCR54＋SLK54-IK運用時、2チャンネルの
アナログ音声出力
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ホイップアンテナ　470MHz～608MHz
SMAコネクター　キャップ：黒



kazuh
テキスト ボックス
ホイップアンテナ　572MHz～694MHz
SMAコネクター　キャップ：黄色
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テキスト ボックス
ホイップアンテナ　670MHz～870MHz
SMAコネクター　キャップ：緑
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テキスト ボックス
ホイップアンテナ　820MHz～1,160MHz
SMAコネクター　キャップ：青
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ホイップアンテナ　1,060MHz～1,300MHz
SMAコネクター　キャップ：赤




RAVFFoTF 470MHz~T700MHz
AWS-BK-RA SMADRI 45— Fyy B
SANT VT IRALT(LE)

KAV T 7T+ 670MHz~870MHz
AWS-GN-RA SMAORYA— FyyT %
SANT T ILBALF (L)

KAV T 7T+ 820MHz~1,160MHz
AWS-BL-RA SMAOXRYB— FyvT &
FANT T I BALT(LE)

How to update the firmware:

1. Connect the MCR54 to the PC through the USB-C cable

2. Check if the version of Wisycom Manager installed in your PC is the latest version. If not,
upgrade to the new version

3. Run Wisycom Manager

Power up the receiver MCR54 FW

5. Push FW UPDATE button

UPDATE

6. Download the .xupf file from the website and load the file using FW library > Import
button.

7. Select the file
Select the receiver and Play

First the program erases the flash memory and later it writes the flash memory. A green bar below
the panel shows the progress of this process. Take care do not disconnect the USB communication
or power off the MCR54 during this process.
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ホイップアンテナ　470MHz～700MHz
SMAコネクター　キャップ：黒
ライトアングルタイプ（L字）


kazuh
テキスト ボックス
ホイップアンテナ　670MHz～870MHz
SMAコネクター　キャップ：緑
ライトアングルタイプ（L字）
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テキスト ボックス
ホイップアンテナ　820MHz～1,160MHz
SMAコネクター　キャップ：青
ライトアングルタイプ（L字）



CONFORMITY

FCC Conformity

This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two
conditions:

(1) This device may not cause harmful interference, and

(2) This device must accept any interference received, including interference that may cause
undesired operation.

In compliance with

F@47 CFR 15 SubpartB
CAN RSS-Gen/CNR-Gen

40,
ITALY ONLY

Obblighi di informazione agli utilizzatori
Modello di informazioni agli utenti dei prodotti di tipo “professionale”

INFORMAZIONE AGLI UTENTI

ai sensi dell’art. 13 del Decreto Legislativo 25 luglio 2005, n. 151 “Attuazione delle Direttive 2002/95/CE,
2002/96/CE e 2003/108/CE, relative alla riduzione dell’uso di sostanze pericolose nelle apparecchiature
elettriche ed elettroniche, nonché allo smaltimento dei rifiuti”

Il simbolo del cassonetto barrato riportato sull’apparecchiatura o sulla sua
confezione indica che il prodotto alla fine della propria vita utile deve
essere raccolto separatamente dagli altri rifiuti.

La raccolta differenziata della presente apparecchiatura giunta a fine vita e’
organizzata e gestita dal produttore. L’utente che vorra disfarsi della
presente apparecchiatura dovra quindi contattare il produttore e seguire il
sistema che questo ha adottato per consentire la raccolta separata
dell’apparecchiatura giunta a fine vita.

L’adeguata raccolta differenziata per I'avvio successivo dell’apparecchiatura

_ dismessa al riciclaggio, al trattamento e allo smaltimento ambientalmente

compatibile contribuisce ad evitare possibili effetti negativi sul’ambiente e sulla
salute e favorisce il reimpiego e/o riciclo dei materiali di cui & composta 'apparecchiatura

Lo smaltimento abusivo del prodotto da parte del detentore comporta I'applicazione delle sanzioni am-
ministrative previste dalla normativa vigente.

Iscr izione al Registro A.E.E. n. IT09100000006319
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TECHNICAL SPECIFICATIONS

470MHz-800MHz, 806MHz-810MHz, 1,240MHz-1,260MHz
60F ¥ rIL, 40T IL—TF

790MHz

SkHz SR /NATYvF D=4 o070y —SIEHE R V(P — R
<£2.5ppm,in the rated temperature range

FM E/, JARNURELLIEFE—/URIFB (R4 FIZTEHE R FE)
+54kHz (DAR/NURERER), £40kHz (FO—/UREERF)
500hm SMA Type (SWR<1:2typ1:1:4)

=2uV (6dBuV). for SND/N >58dB

=5V (14dBuV). or SND/N >98dB

AAYF T ILRIEEDFT

<0.5dB (for RF input signal6dBuV-100dBuV)

>80dB Typical (FrrRILAR—I VT H400kHZLL T DIHE)
<2nW (Typical = 0.1pW)

JINS-Wisy, JNR-Wisy, JNC-Wisy

30Hz-20kHz (TAR/NURERERF). 30Hz-15kHz (FO—/\URERER)
30Hz-19kHzNT+0.5dB (TJAR/N\UREE ERF)
30Hz-13kHzNT+0.5dB (FA—/\UREEERKF)

0.3% Typical

120dB Typical (75104

>125bdB Typical (TZ4IL)

TABARARYR— BFNFUR

7FraTHE AL LET ORIV A (RAYFIZTHREATRE)

AES3 @ 48kHz

35mmT vy

USB-C. Bluetooth, UPKmini (7> 3>)

26 EROKAEESBluetoothM AT — AR E R R

A A —TAFDRAT—RRERTR

128x64E4+)LMDOLED

SNEREIR:5-18Vde

NERE IR : SmartbatterylZ TERE) (BCAS4/N\y T )—FED 21— ILEER)
= K2.5W (4L —/\—EAE)

-10°C~+b5°C

1104 x 87.6 x 25mm (Hx W x D)

230g(MCR54). 285g(MCR54-Dual)
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周波数レンジ
スイッチャブルチャンネル
周波数帯域幅
周波数
周波数エラー
変調
周波数偏位
アンテナ入力インピーダンス
感度


アンプリチュードレスポンス
感度調整
スプリアスエミッション
ノイズリダクションシステム

AFバンドワイズ
周波数特性

歪み率
S/N比 

オーディオアウトプット

デジタルサンプルレート
モニターアウトプット
管理ソフト用インターフェイス
LED

ディスプレイ
電源

消費電力
動作温度
寸法
重量
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　470MHz-800MHz、806MHz-810MHz、1,240MHz-1,260MHz
   60チャンネル、40グループ
　 790MHz
　 5kHz最小ステップのマイクロプロセッサー制御周波数シンセサイザー回路
　 <±2.5ppm,in the rated temperature range
   FM　モノ、ワイドバンドもしくはナローバンドIFB (スイッチにて設定可能)
　 ±54kHz（ワイドバンド設定時)、±40kHz (ナローバンド設定時)
   50ohm　SMA Type (SWR<1:2typ1:1:4)
   ⇒2µV (6dBµV)、for SND/N >58dB
   ⇒5µV (14dBµV)、or SND/N >98dB
   スイッチングウィンドウ全体の中で
　 <0.5dB (for RF input signal6dBµV-100dBµV)
　 >80dB Typical (チャンネルスペーシングが400kHz以下の場合)
　 <2nW (Typical = 0.1pW)
   JNS-Wisy、JNR-Wisy、JNC-Wisy
   
   30Hz-20kHz (ワイドバンド設定時)、30Hz-15kHz (ナローバンド設定時)
   30Hz-19kHz内で±0.5dB (ワイドバンド設定時)
　 30Hz-13kHz内で±0.5dB (ナローバンド設定時)
   0.3% Typical
   120dB Typical (アナログ)
   >125dB Typical (デジタル)
   TA5メスコネクター　電子バランス　
   アナログ出力もしくはデジタル出力 (スイッチにて設定可能)
　 AES3 @ 48ｋHz
　 3.5mmジャック
　 USB-C、Bluetooth、UPKmini (オプション)
　 2色：電源の状態とBluetoothのステータスを表示
   4色：オーディオのステータスを表示
　 128x64ピクセルのOLED
   外部電源：5-18Vdc
　 内部電源：Smartbatteryにて駆動 (BCA54バッテリーモジュール装着時)
   最大2.5W (4レシーバー運用時)
　 -10℃～+55℃
　 110.4 x 87.6 x 25mm (H x W x D)
   230g（MCR54）、285g（MCR54-Dual）
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EU DECLARATION OF CONFORMITY

WISYCOM 5.1l
via Tiepolo, 7/E

35019 Tombolo (PD) - Italy

declare under our sole responsibility that the product

Model
Deseription

MCR54-DUAL
Dual True Diversity Receiver

conforms to the essential requirements of the following European Direstives and their

associated norms:

. . Applicable —
Dieseri
Directive Standards ption
. . . Wireless Micraphones; Awdio PMSE up to 3 GHz; Part 1: Class A
Eaﬁ?}g Eﬁf&w ) :;]3,{‘“] 4221 Reeeivers; Harmomised Standard covenng the essential
- A/ ELY s

reguiremeits of article 3.2 of Dircctive 2014/53/EL

EN 301 4891
vlg2

“ElectradMagnetic Compatibility (EMC) standard for radio
equipment nnd services; Part 1; Cosmaned techniesl requirements;
Harmenised Standard covering the

essential requirements of anticls 3,1{h) of Directive 2014/33/EL and
the cagential requirements of article &

of Directive 20143 EL

EMC ElectroMagnetic Compatibilivy (EMC) standord for
radio equipment and services; Past 9: Speeific conditions for
EN 301 4899 | wircless microphones, similar Radio Frequency
w211 (BT audic link squipment, cordless audio and in-ear menitoring
devices, Harmenised Stamdard covering the
essential requirements of article 3. 1(0) of Directive 2014/53/EU
EN 623651 Audiodviden, imformation and eommunication technalogy
Safety 2"&14 ) equipment — Part 1; Safety requirements (IEC 62368-1:2014,
mnodified)
EN IEC Technical documentation for the assessment Ijlflci!;‘icalr?d
EoHS 63000:2018 electronic products with respect to the restriction of hacsardows

subsinmces

Drate: § November 2022

Enzo Frigo, Technical Director
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EU DECLARATION OF CONFORMITY

WISYCOM Sl
via Tiepolo, 7/E

35019 Tombolo (PD) — Italy

declare under our sole responsibility that the product

Model
Description

MCRS54
Quad True Diversity Receiver

conforms to the essential requirements of the following European Directives and their

associated norms:
L Applicable L
Directive Standards Description
. . Wireless Microphones; Audio PMSE up to 3 GHz; Part 1: Class A
RADIO Directive | EN 300 422-1 Receivers; Ha.rnr:’loujsed Standard coven']:'lg the essential
2014/53/EU (RED) |v2.1.2 requirements of article 3.2 of Directive 2014/53/EU
“ElectroMagnetic Compatibility (EMC) standard for radio
equipment and services; Part 1: Common technical requirements;
EN 301 489-1 |Harmonised Standard covering the
v1.9.2 essential requirements of article 3.1(b) of Directive 2014/53/EU and
the essential requirements of article 6
EMC of Directive 2014/30/EU
ElectroMagnetic Compatibility (EMC) standard for
radio equipment and services; Part 9: Specific conditions for
EN 301 489-9 | wireless microphones, similar Radio Frequency
v2.1.1 (RF) audio link equipment, cordless audio and in-ear monitoring
devices; Harmonised Standard covering the
essential requirements of article 3.1(b) of Directive 2014/53/EU
EN 62368-1 Audio/video, information and communication technology
Safety 2014 equipment — Part 1: Safety requirements (IEC 62368-1:2014,
modified)
EN IEC Technical documentation for the assessment of electrical and
RoHS 63000:2018 electronic products with respect to the restriction of hazardous

substances

Date: 8 November 2022

Enzo Frigo, Technical Director
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